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  昨年度に引き続き，今年度も明治大学が事務局を担当することになりました．昨年以上に寒冷地形談

話会を盛り上げていこうと思いますので，ご支援のほどよろしくお願いします． 

 
(1) ６月例会のおしらせ 
---------------------------------------- 
日時：2001 年 6 月 23 日 (土) 15:00～ 
場所：明治大学大学院（リバティータワー20 階 120L 教室） 
    JR 中央線お茶の水駅下車徒歩 5 分  

苅谷 愛彦（千葉大） 

「地質図幅”立山”・”白馬岳”：山地の第四紀地図は作れるか」 

演者は，地質調査所（現：独立行政法人産業技術総合研究所）地質図幅「立山」「白馬岳」の

作成に携わってきた．「立山」（既刊）では河成堆積物，氷河・周氷河堆積物，大規模崩壊堆積

物，ネオテクトニクス及び炭素年較正に至るまで，第四紀にかかわる広範な項目をできるかぎり

取り上げて図示し，詳細な解説や多数の図版も付した．いっぽう「白馬岳」（印刷中）では記載

項目数に変化はないが，解説を大幅に簡素化した．伝統ある刊行物としてどちらの様式がよかっ

たのか，演者は明確な回答をまだ持たない．制作者と利用者，それぞれの立場や関心により変わ

るであろうその答えをめぐって，両図幅の制作事情（計画，調査，執筆，印刷の各過程）を紹介

しつつ意見を伺いたい．また最近の研究進展に伴って山地の第四紀堆積物・現象に関する新知見

や修正項目が増えており，それに対する関心も決して低くないと思われるが，産業技術総合研究

所が山地に絞って第四紀地図を公刊する見込みはない．日本において，山地の第四紀地図の制作

実現可能性はあるだろうか．この点も議論したい． 

 

今年度最初の例会です．ふるって御参加下さい． 

 
 



(2) 寒冷地形談話会総会報告 (3 月 2８日，於：千葉敬愛大学 ,参加者 17 名) 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 敬愛大学でおこなわれた日本地理学会 2001 年度春季学術大会 2 日目（3 月 28 日）に，寒冷地形談話

会総会を「氷河作用研究グループ」のミーティングと合同で開催しました．総会の内容については以下の

通りです． 
・会計報告 
収入 
1999 年度繰越金：176,983   2000 年度会費収入：  191,310 
収入合計：368,293 
支出 
通信諸費：49,240----{談話会通信郵送費：35,660・談話会通信コピー費：13,580} 
文具代：8,715  例会茶菓子代：6,097  例会発表者交通費：21,000 
支出合計 85,052 
来年度への繰越金 283,241 
 
・2001 年 3 月現在の会員数 149 人 
・2001 年度の事務局は，明治大学が引き続き事務局を担当することが承認されました． 
・寒冷地形談話会通信の「メール会員」の会費が年間 1000 円に値下げすることが承認されました．なお，

「郵送会員」の会費は据え置きになります． 
・寒冷地形談話会通信の「メール会員」の送信方法で，ワードに添付して送信できないかという意見があ

りましたが，現時点ではウィルス等の問題があるので従来どおりの送信方法になります． 
・今年度の夏の学校は「氷河作用研究グループ」と合同開催となりまして，9 月 10～13 日に蒲田川左俣

川 で お こ な わ れ る こ と に な り ま す ． 詳 し く は 「 氷 河 作 用 研 究 グ ル ー プ 」 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://glacier.ees.hokudai.ac.jp）をご覧ください． 
 
(3)２００１年度，寒冷地形談話会の年間スケジュールのお知らせ 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
今年度の年間スケジュールは以下のようになります． 
6/23 日（土）：前期例会 
12/15 日（土）：後期例会（山岳永久凍土・氷河作用の両研究グループとの共同開催による 
       ミニシンポジウム） 
2/9 日（土）：卒論・修論発表会 
3 月下旬：総会（日本地理学会にて開催） 

なお，これ以外の日程でも発表，話題提供等を随時受け付けておりますので，事務局までご連

絡いただけると幸いです． 
 

(4) 住所および連絡方法の確認についてのお願い 

------------------------------------------------------------------------------ 
  新名簿作成のため，住所，所属，e-mail アドレスに変更がある方，あるいは寒冷地形談話会の退会希

望の方は，同封のハガキにて事務局宛にご連絡下さい． 

 

 

 

http://glacier.ees.hokudai.ac.jp/


(5) 会費納入のお願い 

-------------------------------------- 
会費の振込は同封の振込み用紙に口座番号を記入していただき，郵便局からの振込みでお願い

いたします． 
口座は 寒冷地形談話会 00100－9－171342 で， 
メール会員 1 年：1,000 円，郵送会員 1 年：1,500 円になります． 
なお，例会においても会費納入を受け付けております． 
同封の振込み用紙の通信欄には，未納分の年数を明記しておきました．ただしメール会員は今

年度から年間 1000 円に値下げされたため，会費納入は未納 2 年で 2500 円，未納 3 年で 4000 円と

なります．また，今年度あるいは数年先までの会費をすでに支払っている方には，振込用紙は同

封しておりません．さらに数年先まで支払っている方におきましては，別紙に支払っている年数

を明記しておきました． 
 

(6) 事務局への連絡アドレスの一時変更のお知らせ 

------------------------------------------------------------------------------------ 
事務局の担当者が長期不在となりますので，事務局への連絡アドレスを一時的に変更いたします．7 月

下旬までは，cd00701@kisc.meiji.ac.jp（久保田）にお願いいたします． 
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